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した GR 一覧表（表 1）、7 月の授業との比較


























7 月の授業と 9 月の授業について発話のき
っかけを「教師先行」「発話応答」「状況応
答」の３つに分類すると、教師先行は 34%
（7 月）→ 12%（9 月）と減少し、発話応答
GR 内容 具体的な教師の発話
GR1　自分の行為の制御






































































































































GR1　自分の行為の制御 0 0 31 31 48%
GR2　表現のための自己解放 1 1 0 2 3%
GR3　他者との関わり 1 0 4 5 8%
GR4　音楽表現に対する関わり 3 2 2 7 11%
GR5　活動の主体者意識 0 15 1 16 25%
GR6　音楽に対する自学意識 3 0 0 3 4%
GR7　音楽の時間の心構え 0 1 0 1 1%







GR1　自分の行為の制御 13 3 24 40 72%
GR2　表現のための自己解放 3 1 0 3 5%
GR3　他者との関わり 0 4 0 4 7%
GR4　音楽表現に対する関わり 0 0 0 0 0%
GR5　活動の主体者意識 3 6 0 9 16%
GR6　音楽に対する自学意識 0 0 0 0 0%
GR7　音楽の時間の心構え 0 0 0 0 0%
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